
 

 

 

 

 

全国の小学６年生、中学３年生を対象に、4 月 18 日に行われた全国学力・学習状況調査の結果が返却されま

した。本校の調査結果を報告いたします。小学校では国語、算数、質問紙調査（※）を行いました。（今年度から

Ａ問題（「知識」に関する問題）とＢ問題（「活用」に関する問題）の区分がなくなりました。） 

※質問紙調査：学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙による調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「書くこと」領域は全国平均を上回るが、漢字に課題 

 
 

 

 

国語 本校の平均正答率は全国平均及び府平均より高い。 

算数 本校の平均正答率は全国平均及び府平均より高い。 

【国語】 

「書くこと」領域の正答率が高いが、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項（いわゆる漢字や接続詞

などの文法）」や「話すこと・聞くこと」の領域で課題が見られた。 

 

【算数】 

「数と計算」の領域や「短答式」の問題の正答率が高い一方で「図形」「数量関係」の領域の正答率は低い。 

 

学力調査結果の概要 
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国語の結果 



 

【成果】 

国語の問題では、「書くこと」の領域が全国平均より特に高い。たくさんの情報から必要な情報を的確にとら

え、自分の考えを明確にしながら書くことが出来ている。授業の中での宿題等で日常的に「書く」活動に多く取

り組んだ成果が表れたと考えられる。 

 

【課題と今後の取り組み】 

漢字、文法に課題が見られた。特に漢字では、「たいしょう」「かんしん」のように同音異義語の漢字の定着に

課題がみられた。これまで、漢字は「書いて覚える」「繰り返し書いて手で覚えるのが定番の学習方法であった

が、漢字の持つ意味についても理解が進められるような学習方法の改善を図る。 

 

出題（正答） 本校正答率 全国正答率 

たいしょう（対象） 53.5% 41.9% 

かんしん（関心） 25.6% 35.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

式の持つ意味理解に課題 

 
 

【成果】 

算数の問題では、基礎・基本となる計算領域が全国より高い。副教材などを活用し、習熟を重ね、基礎的な

技能の定着を目指して、個に応じた指導を徹底したことが成果として現れたと考えている。 

 

【課題と今後の取り組み】 

解の導き方を説明する力に課題が見られた。算数の授業の中で子どもたちが式・図・文章を関連させて論理

的に説明できるよう指導をすること、また、算数用語を用いながら説明できるよう指導する。 

算数の結果 



 

 

 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査の中から特に「良い点」と「今後改善が

望まれる点」を以下のように抜粋した。 

 

【グラフ１】学校に行くのは楽しいと思いますか。 

 

【グラフ２】家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。 

 

 

【グラフ３】読書は好きですか。 

 

 

質問紙調査の結果 



【グラフ４】将来の夢や目標を持っていますか。 

 

 

【グラフ５】今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

 

 

【グラフ６】１日あたりどれくらいの時間、読書をしますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【良いところ】 

〇学校に行くのは楽しい（グラフ１） 

〇家で自分で計画を立てて勉強をしている。（グラフ２） 

〇読書が好き。（グラフ３） 

 

【改善が望まれるところ】 

△将来の夢や目標を持っていない。（グラフ４） 

△地域の行事にあまり参加しない。（グラフ５） 

△読書をしない。（グラフ６） 


